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商業的農業の展開と寄生地主の成立

一北海道夕張郡栗山町日出部落を中心として一

北大農学部農業経済学教室

杉　　上

大　　沼

思　幸
盛　，男
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半がこれら肉林で，耕地は僅か全面積の18％

（230町歩）にすぎない。耕地の水田化率はわ

ずか2割強で，単に自家飯米用水田としての意

義をもつに過ぎず，部落の農業生産は畑作特に

疏i菜作に強く依存している。

　部落の総農家戸数81戸中，殆んどの農家が，

販売用蔽菜畑をもち，その生産高は年約1，50G万

円である。

1　はしがき

一調査部落の概況一

丁2表 畑作物別作付面積
　　　　（昭28．8．1センサス）

作物名陣 門i％
　栗由町譲嵐部落は，北海道炭砿汽船，夕張炭坑

で有名な夕張市に隣接し（東方約10km）それ

への疏菜供鵜地として生育した，小商昴的疏菜

生産の綿落である。前薦に，北海道の米穀生産

中核地帯としての空知平野を控え，脊部に，北

炭由林，国有林をもつ夕張山脈に囲まれた一由

村部落である。部落の総面稜1，26011i∫歩，大

第1表 部落の土地利用状況苛

　　　　（昭28．8．1センサス）
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　畑地翼中球菜の比率は約3割，各種疏菜の商

品化率は96％で極めて高い。一戸当り平均現金

粗収入約24万5千円中約7割はこの疏菜作収入

によって占められ，全く疏菜の部落といえよ

う。

　疏菜出荷量の過半を取扱う日出園芸組舎が扱

った市場別出荷先は，第3表にみる如く，夕張

市カミ圧i俸暗勺に高く，全出荷工め約9割，　850万

円で，当該部落の疏菜生産が，夕張市場の盛衰に

強く規制されているζとを物語っている。而も
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第3表 繊荷先胴疏菜販売額

踊先・鵬陣売副96
夕　張　市

苫．小　牧

鳶頭舗

計

　　　円
8，356，976

1，268、492

　52521

9，677，989

86．3

13．2

0、5

100

（｝i翠蔓降30年，　［ヨ出園芸組合取扱員反売肛占よ　り）

この疏菜生麗と夕張市場の密接不可分の関係
　　　　　　　　　　　　　　　　（竃）
は，歴喫酌にも古い背景をもつている。

　明治23年夕張炭由の開坑は，当該部落の農業

生産に一躍商晶酌農業の息吹を吹込んだが，更

に欧州大戦時の夕張市場の拡大は，穀救経営と

して成：立していた部落の農業経営を，集約的疏

菜経営へと転化せしめた。その点で疏葉生産の

進展は，正に近郊巨大丁場の触発の下に動かさ

れて来たと書える。

（証）α）明治23年開坑ぜられた夕張炭山は逐

　　年異常発展を辿り……今や九州三池と並ぶ

　　世界的の炭坑地とまで伸長したが……夕張

　　lil∫は本村と最初から疏菜の一大消費地と

　　て，切っても切れぬ関係は爾来今日まで及

　　んでいる。（角田村史　P．18）　曇

　現在の読菜出祷の流通消費過程は凡そ下園の

如くである。

1（生産看）

i　　l　　　橿
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1（踊三島）出
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l　i
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　　　i図　疏i菜出荷の流通消費過程
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　則ち個人出荷（主として輸送手段は保導車）

に対する代金決済は，卸売市場一一一陸1芸隷合を

適じ支払5という出荷・決済は分離した形で行

われている。
　　　　　　　②
　「日出園肇ミ糸且合」　　（iI召禾τ119年設立）　をまその鳶†「

5φ

身「二股疏菜嵐荷組合②」（大正10年創立）よ

りの継承であり，小農民的共同出荷，組織とし

ての歴史は古い。この緩合設立の主たる動機

｝言＝，　農民白勺ノ」、商品生産カミ，　近傍7肖肇嚢rlrf場を控え

ている限り，対決せざるを得ないミ農産物（疏

菜）偲i格の変動ミミ窮追販売ミミ潮入出荷によ

る買いたたかれミ等の荒々しい，資本主義の流

通機構を克服し　自己規制を行わんとする，小

農艮的防衛にあった。

（証）12｝これら両組合の継続的にとられて来

　　た基本酌目標は，次の諸点に整理されるQ

　　　1　高い反当収入を得る如き投機的作物

　　の滋入・…・・（その具体化）：食用ゆり（大

　　正末期）メμソ（昭和初期）の導入と各極

　　集約疏菜栽培技術の指導育成

　　　2　販売代金共同プール決済方式によ．

　　る，市場との対決……（その具体化），個人

　　揖荷を行っても代金は組含が～括支払をう

　　け，一時蓄積した後月一三玉i云均のプール

　　支払い。

　　　　いつれも疏菜の生趨構造（特にその零

　　　細性と低位生産性）と市場構造の両接触

　　　の過轟での打解策であったQ曇

　一方夕張消費衛場取引機孝｝葦として常にB出部

落の農民を規制し続けて来た「繊式会社夕張御
　　（3）　塾
売市場」は現在艮蘭夕張甫疑盤一の消費市場とし

て，各毬農産物，海産物集荷販斑を通じて，日

本資本主義の塞幹産業たる石炭砿業の変動を一

身にうけて生長して来た。その歴史酌な変遷

は，　「登川共営組含仲買店一iとして明治27年に

設立されたのに始まり，大正9年に「共印疏菜

市場」として，繊式会歓になり，その後同業

市場を合併糾合して現叡こ至っている。ミ

　かかる点よりこの消費衛場のもつ意義は，当

該部落とのかなり古い歴史的結舎を通じて資本

主義経済の激甚な変動を，消費流通颪から，当

該部落の農業生産を抑圧，粥戟，助長し，支配

し来たものと言え．る。

（譲）（31株式会社夕張卸売市場の変遷　、

　．明治28年6月本町の入r1は著しき激増を示

　　し，これに伴う魚菜類の需用増茄に鑑み，そ

　　の販売価格の統制，典岡仕入による，需要家



　に対し低廉且つ凝鮮なものを供給せんと

　し……登絹目賛組合4ri！買店なるものを組織

　した。大正9年6月株式会社組織に変更

　し，共御夕張i｝∫場と改称，その後同一会社な

　るイ印夕張魚菜霧場株式会社及株式会社鹿

　ノ谷市場……三社合議の結果，之らを併合

　して株式会祉共印卸売市場の設立をみた。

　業績頗る良好にして現在（昭和12年）所属仲

　買入本店41名，支店35名の多きを算え，全

　夕張晦へ物資の供給を円滑ならめて屠る。

塞社の沿革1．（夕張卸売市場編　創業60周年

　　　　　　」弱顧誌）

　昭和17年戦局の進展と共に統制経済も強化

　せられたが終戦により昭鵜21年夕張負ili売甫

　場に復：帰，炭界の盛況と相二って，入董コも

　激増し取扱高の上昇に随って，昭和2蔓年4

　月資本金200万円に増力；1，昭和26年6月500

第4表

万円に増資して今日に釜つた。

南場の資本金の変遷

　年　度

昭和3年10月

昭和9年10月

昭和23年2月

日召府124‘嘗4月　2，000ガ000円

昭和26年6月5，000，000円

資本金　　　備　考

　　　　　二社統合によ
200，000円
　　　　　つて変更
100，000円　減資による

195，000円戦後増資による

　　　　　　　〃
　　　　　　　〃　　碁

　然し，部落の現在の疏菜生産の基本的な問題

は，　小商品酌農業生産のもつ，　経営め零細性

と，生産力の低位性にある。

　即ち，第4表にみられる如く，晶戸平均経営

面積は僅かに，2町5反，然も3累層以上は総

農回数の3割を占めるのみで，後述の生産力の

低位性と根挨って，まさに貧農的零細経営の様

相を如実に示している。

経営耕地面積の平均所有及広狭別品家数

平　均　経　営　禰　稜

田 畑
謂農家数 広州別．農蒙「薮の努ηド㎜～一

0－5反i・一1・い・一・・2・一3・｝3・一・・i・・一
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25．2
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100

纐

1話i
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　戸
　18

22．2

38墨筆。1

（昭和28．8．1センサス…栗由町新農村建設計醗書より）

　而も，昭和30年疏菜作の反当現金1【融融は約

2万7千円，一日当り労働報酬は∫9均380円で，

府県の三葉作に比しては勿論の事，嗣一階層の

北海道畑作平均に比してもかなり低い。

　かかる低位生産力．低い現金粗収入は兼業労

働依存へと必然化する。表6にも表われた如
　　　　　　　　　　　　　（4）
く，部落の兼業率は約3鮒で高いG

（註）（4）これらの兼業は主として冬期間の

　　余剰労働を役馬・ソリと共に近傍山林造材

　　（北炭の下請業者）にエソプロメントされ

第5表　反当現金収入と労働生産力比較

釜叢契陽1繍
　　　　　　　　　　　お
43，860　i　　　　　480

　　　i轟
　　一i　響0
27，570　i　　　　　　380

　　る。兼業率の高い農家は2町以下の下層農

　　家であることは雷を挨たないQ　柴

　これら経営部門の零細生及低位生産力は，土

地利用及地力の本源的キャパシティの欠陥は勿

論の事，労働手段装備一一一資本の構成の劣弱性

が，その原因となつ七いる。

第6表

全霞疏葉作平均1
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造　業

　　　三

一　ビ　ス

　　　他の

計
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3
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3
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　　　　　　（総農家数　　68戸）

～27・2％）i

1，2をま農：林省差｛と家経済調査よりfノ｝三成 粟山町新農村建設計画欝　昭和29年
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第7表 資本の購成比率

調査部落
北海道畑作
2～3町平均※

府県疏外
作平均※

1奮雰酬霧綱聖鵜i欝勲
、6。38嵩、、、，。2謬72。、1竪、。考

1，161，004 285，628 1，446，632 80．2

68．2

1）上衷※は農林省農家経済調査報告（昭釈30年）より作成

2）不変資本部分は，建物資本（評備額の％…家屋）大農具

　動植物資本及び流動，固定流通資本を含む
3）　可変資本部分は，薩傭労賃部分と自家労賃（自家労働日

　数x平均雇傭負金）

第8表　慢地改革直前部落内主要地主の土地所有状況

地　主　旧

幕在室i氏名

（不）i王家

確）iN　家
（不）is．T家

（不）iH　家

（在）iK　家

（在）iS，A家聲

所有面積（当
該部落のみ）

畑　　フk田

　ガコ
15．32

3．51

3．00

0．60

璽

1．75

借入総面積
に対する比

畑t水田

％
67

15

13

3

野

67

経営耕地薗積
に対する比

副細
亮1き
11

1

2

45

計 122・・3巨・・ig8167i721・5

　そして，経営の零細化，資本蓄積の脆弱さを

構築した，生産関係の主動力は，この部落に広

範な小作人を擁し，長期に琶り土地集積を行い

つつ，高額小作料に寄生した寄生地主1家の存

在である。

　農地改革直前の部落（飼の串部落，第二部落）

土地所有関係は，次表8表の如く，全経営面積

2図醐編の麟士増感イ舗係の摸姻

・一一一｝皿一一一一｝一 u

罐）2戸
門一一一一｝一一一一一一 u1

唾）⑰
含小作農　2戸

小自序其上（励
　　　　　　　…
画）（壷）1
　　　　　　　　　　
」部細磁民階層一」

乃、地主

小作農

1　　家

L一一イ脇農民麗一一」

ぐ＝＝＝一一貸イ重壇夢レ（構入着の面殺に｝ヒし）

ぐ一一一鱒一…貸蒋地少い（　　・　　）

趨

の約7割ヵ16名の地主の小作地と

なっていた。蒋に寄生地主1家の

所有小作地は，その小作地総面

積の約7割で，都落支配を確立

し得た。

　更にこの1家の調査部落の小作

人であったものは農地改革前15戸

で，当該部落全小作人の過半を占

め，その広範な土地集積と相侯っ

て正にこの部落のヒエラルヒーの

全的支配者として霧軽している。

　即ち第9表にみられる如くであ

る。村内耕作地主の部落内土地支

配は，寄生地主1家の，自小作・

ノ駆自作・小作農を含む広範な土地

支配に比し実に生憎なる点が注目

される。かかる意味で村内地主は

士地支配の中間項的性格をのみ有

し，実質的な土地をめぐる支配は

笑にこの1家にかかっていたので

ある。

　かくて，夕張という日本資本主

義の石炭基幹産業の変動を直接的

に，流通機構の上にうけとめ，更

に長期に蔦る部落内土地支配を実成し，強力な一

小作料徴収一醸造資本へと主体的発展を遂げ

た，無生地主王家の病余価値収奪一一という

側繭からの狭撃にあって，生育を遂げたのがこ

の日繊部落の農業生産である。r

　そして部落金体を覆う小商品的農業の零細

性，地主支配の強固さが，正に日塞農業のある意

味での宿命的ないのちが北海道の一山村部落に

も見顔され得る。

　その意味で当該部落の現実の諸問題解明の前

には，部落が辿った，生産関係，生産力の歴史

的分析の解明に侯たなければならないし，又そ

のためにこそ，部落の大半の土地集積蛋として

の寄生地主嫁の成立を解く意義は大きし・。
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第一牽　商業的農業の展開と：土地害鳥

　　　　の発生

学一節　明治三・四＋年代に麓ける商業的

　　　　農業の展開

　栗山地方に於ける商業酌農業の展開は，既に

明治30年代に見出す事が出来る。この商業的農

業の展盟は後述の地主手作的な経営の成立基盤

であった。従って，最初にこの商業的農業の展

開が検討されねばならね。

　開拓当初（明治20年代初め）の栗両地方の農
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竃）
業は極めて自給的色彩の濃いものであった。大

小麦類・粟・蕎麦・豆類等の自給的作物の栽培が
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　（3）
多かったが，販売用亜麻・藍・野菜の栽培と養蚕

が行われ，農業に於ける商品生産が決して見出

せぬわけではない。特に，夕張炭出の石炭試堀

（明治22年4月）以来，炭山の活況は栗山地方に

商業的農業を展開させる直接の契機となった。
（4）

（註）（1｝当時，空知地方の先進地たる岩見

　　沢村でさへ，販売用の麻・亜麻が栽培され

　　又養蚕も行われていたが，自給的色彩の濃

い菱類・蕎麦の栽培が圧倒的に多かった。

作付面積によってその状態を示せば次の通

りである。「牝海之殖産」第6号による。

　　　明治23年岩見沢村の農況

大麦
　　
16．0

大豆
　町
28．8

’（証）（2）

裸麦　　　小麦　　　粟　　　蕎麦　、

106．9　　　109，6　　　　i8．0　　　52。6

玉蜀黍　　麻　　亜麻　　馬鈴薯

　4．2　　　31．1　　　6．6　　　　　20．4蒋

「北海之殖産」第6号によれば，栗

　山雨晒村当時の農況は次の如くである。「本

　年度（明治23年筆者註託）播種せし地積は

　馬鈴薯・大小蓑・豆・亜麻・藍・野菜等温

　して10余歩にして何れも作柄良好なり」。

　傍…点は筆者のもの。　　　　　釜

（註）（3）角田村（栗山町旧称筆者註記）史に

　よれば「夕張開墾起業組合は……略……早

　くから養蚕を奨励して，地方費補助による

　之が練習所を杵臼に開設したり」と。又閣治

　23年の空知一郡の養蚕の状況は次の如し。

　　「北海之殖産」第6琴による。

　この養蚕は後述の事例に見る様に地主手作

戸数

174戸

耶「 繭

劇玉酬屑紳磁気計
　　合
70，743

　　合
14，873

　　合
13，118
　合
2，209 10，941

製　　産　　騰

肇憲隔謝計
560蛾
156 鼎｛藩

掃　立

枚　数

1，011分

掃　：立

月　臼

5月22日
6月3摂

上　四
月　臼

7月1璃
7月24日

　経営の重要な一部門であったと考えられる。興

（証）（4＞栗山i町開村当時の農業が夕張炭山の

　　開坑と直結して展開された状態は「北海之

　　殖産」第6号により次の様に知られる。

　　「本村（栗山田∫筆者註記）は目下開坑準傭中

　　なる夕張○○（二字不明）油壷へ往復の要

　　路に当り，これは同炭山の聞くるに伴うて

　　土地も賑ひ且農産物は同訓坑夫其他の日常

　　食用に売り捌く故収得頗る多し蚊を以て農

　　事益・々振起し…略」。　　　　　替

然し当時の麟魎めて轍で轡腓物
でさえ金肥で栽培される事はなかった。従って，

販売作物が栽培されてはいたが1生産手段の自

足的段階から脱却し切れずその意味で決して本

来的な商業的農業が展開され始めたとするわけ

にはいかなかった。

（証）（5）空知地：方の先進地たる岩見沢村にお

　げる明治23年の麻・稲麻の施肥状況は次の

　如くで金肥の使用は全くない。「北海の殖

　産」第6骨による。

　　麻の施肥状態

　肥料種別

人糞木灰

入糞木灰馬糞

　馬糞木灰

　無肥料
　馬　　糞

亜麻の施肥状態

　人糞木灰

　無肥料

　毅　　別

8誹」’7段5薩久

4町2段3畝
9町

14田了4段6畝

2町8段2畝

1町4反3畝
5尉丁2及：4畝

耕作入

　37人

　21人

　6人

　35人

　12人

14人

38人

　北海道は当時の府県農業が圧倒的に用い

た魚肥の大生塵地であったが，ζの魚肥は
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　　全く施用されていない。　　　　曇

　この地方に商業的農業が可成り大規模に展開

され始めたのは大・小豆・菜種の栽培が導入さ

れからである。この大・小豆は明治30年以降に

導入されるが，明治35年以後農業生産の山下と

なって行く。菜種も一時は大いに栽培された。

第9表

当時，大・小豆・菜種はこの地方の最も主要な

販売作物であった。当時，栗山駅から発送した農

産物の約8割がこの大・小豆及び菜極であった

事はこれを裏付ける。第9表と第10表を参照さ

れたい。

票由町にあける主要作物の変遷

（1902）

明治35年
（1907）

明治40年
（1912）

明治45年

國倒裸麦國畑i小豆1魏豆陣払！烈烈園縮麦
　　町i

73．α　50．3

　　ミ250．ol　130．0

45．0 305，0

　　1
34．0

18り．0

260。0

　8．oi

　　i
150．01，157．5
　　i
410・Oi1・340・0

2i・．51177．6

i，077．5

1，470。0

25．0

87．5

195，0

120，0

149．2

150．0

289，0

49．3

56．0

271，5

294．0

393、0

195．0

57．2

160．0

50．0

29．0

13．0

90．0

13．0

15．0

72．0

61．8

60．0

五山町「漸農村建設計画審」より引用

第10表

　賜治33年における二丁駅発送取扱の農産物

薫物1発送貴i継物匪送蚤

小

大

菜

難
麦

豆

’豆

種．

穀

減　　菜

868．0亜

851．2玉

582．6菓

258．9麻

180．7

168・71合

類

葱

門

門

計

49．5

2．3

171

2，963．0

殖民公報　No．4　P80～84

　又この時期には隣村田仁町及び之れに近接す

る栗山町継立及び阿野呂（調査部落はこの地域

に含まれる）地域に馬鈴薯澱粉の製造が盛んと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
なって，それは農村小マニユ的展開をした。然

し，その後大きな展開をみる事なく消滅した。

（謹）（6）この馬鈴薯澱粉の農村小マニユ的展開

　　は「殖民公報」第29葵｝によれば，例へば次の

　　如くである。「石狩羅夕張郡由仁村宇イワナ

　　イの農罠岩晦久平なるもの明治29年馬鈴薯

　　澱甥の製造を試み其結果良好なりしょり翌

　　30年之が製造所を設け岡年亀渕市蔵も亦之

　　が製造に着…手し繭後営業春漸次増加し次て

　　隣村なる角山村（現栗山町三野註）字ツギ

　　タテ及びアノ採にも同業者起り明治38年に

　　は澱粉一万斤以上を製造するもの自村合せ

　　十数名，其産額25万斤に達せり，其製造期

は毎年9月より11月申旬迄にして原動力は

馬力又は水力若しくは人力を用い原料の馬

鈴薯は各畠3町歩土日7町歩を耕作し尚ほ

近隣の農家よりも購入せり原斜に対する製囁

粉割合は16〆匁入1倭に付平均13斤なりと

云う，以菌は製造の際は方1寸に付20厨の

鯖を用いたるを以て澱粉の晶位：劣り八雲村

の産に比すれば1箱（75斤入）に付価格約

50銭程低廉iな：りしか明治37年函館より粉砕

器を購入し之を模造し方1寸評こ付80目の節

を使用せしょり大に晶質を改良し価格を昂

騰ぜしむるに至れり！製品の取引は重もに

札幌商人なりという」

第1俵

　明治33年北海道四駅の発送取扱農産物董

駅　名1発送量1駅　名i発送門

札　　幌

江　　別

滝　　川

岩見沢
深

旭

砂

川

川

川

山

奈井江

　　勉
15，266

8，280

5，734

3，689由

3，480幌

3，380美

3，154　比

2，963

2，63至

永　　山

清真布

妹背牛
仁

向

油

布

江部z∴

62駅総計

　屯
2，475

2，407

2，310

2，157

2，140

1，691

1，263

1，056

72，628

殖域公報　Nα4　P80～84
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　点出地力に展開したこの大・小豆・三極・馬

鈴薯澱粉等を中心とする商業的農業は，当時の

北海道では習成り規模の大きいものであった。

第11表は明治33年置おける北海道各鉄道線（北

海道炭砿鉄道株武会社線と官設線）の総計62獄

中，農産物の発送量千纈以上17駅についてのも

のであるが，栗山駅の農産物発送量は約3千噸

に及んでいた。従って栗肉垂は札幌・江別・滝頬

の大量な農産物発送駅に次いでいて，岩見沢・

深川・旭川・砂規の各駅と婁契に大きな農三物発

中心地であった。この事は明治3．40年代に栗山

送駅であり，地方に展胴された商業的農業が当

時の北海道では可成り大きな規模のものであっ

た事：を裏付けている。

第二節　明治3，40年代に於ける地主手作

　　　　経営

　明治30，40年代の栗山地方をも含めた石狩鰯

には地主手作経営が存在した婁を推定する事が

出来るQ勿論ここで云う地主手作経営と云うの

は江戸時代前期の地主手作経営に典型的にみら

れる隷農主・i隷農関係に視点を：おいて把握した

ものではなく，明治30年前後迄府県農業に広汎

に存在したとされている賃労働の崩芽を内包し

近代的経営へ発展すべきものとして，理解され

た地主手作経営の事である。そして前節で詳論

された商業的農業は（われわれによっては）地

主手作経営の存在基盤として把握されている。

　北海道統計書勧業之部には農作年雇の賃銀が
　　　　　　（匙）
記載されている。今，この事列を「殖民公報」

第34骨によって掲ぐれば明治39年の場合には第

12表の如くである。農作年腿の賃銀は農作日傭

その他諸職工雇人の賃銀と一緒に記載されてい

て，農作年雇の存在が農作日傭其の他諸職工雇

人の存在と共に一般的であった纂は否定すべく

もない。この事はこの農作年雇や農作鼠傭を雇

傭した農業経営が存在した事を裏書きしてい

る。然かも農作年雁の年給が他の諸職工雇人と

岡様にギ賃銀」として詑載されてい’る事は，之

れら農産年雇が少くとも近代的賃労働者に近づ

いていた事を裏書きしている。従ってこの農作

年雇を麗漏する農業経営はブルジョワ的弓芽を

第12表・ 明治39年の諸職工雇人の賃銀

L札駆陸駆瞬駆陣川・唄根漏路内山

農作

農作呵姿

日雇人夫
養

木

田

左

斑

石

鍛

蚕

挽

根

治

女

職

工

宮

職

工

職

酒造稼人
醤油造稼人

下　　　　男

下　　　　女

年　給

〃

日　総

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

月　絵

〃

〃

〃

　円
40．000

．475

．275

．475

．350

．675

．775

．835

，717

，950

．767

4．500

7．660

4．000

2．000

．467

．267

．567

　．850

　．825

　．917

　．767

　，867

　。817

13．889

15．000

3．333

2．417

　円
42．OOO

24．000

　．360

　．250

　．373

　．243

　．600

　．750

　。767

　．633

　，767

　。817

15．667

15．667

　2．833

　　　1．50α
　　旨

45．000

27．500

　．475

　．300

　．500

　．417

　．900

　。800

　．800

　．800

　．700

　．533

4．500

4．500

4．167

3．OOO

円

。583

．400

．717

　．767

　．883

　950

　．900

1．100

1．100

10．000

10。000

5．000

2。000囁

　円
41，667

i5．000

　。508

　r，350

　．517

　，283

1．000

　．800

　．867

1．033

　900

　833
i5．667

5．333

2．500

確民公報第34号による

φ1



農作年雇の年給

札　幌
岩見沢
小　樽
岩　内
編　細
江　差
裾　山
窟　飯
函　館
室．爾
浦　固
根　箆
紗　那
網　走
増　毛
無　川
（下）帯広

稚　内
倶知安

明治19年
男1女
　円一i

　40．833
（月）2．000

（月）3，333

　円
　29．167

（月）2．000

明治20年
男 女

円 円

明治29年
男 女

明治30年1男

（月）L500

（月）2．500

（月）5．500

明治30年1明治40年
女1男 女

札

岩見沢t

小

岩

寿

江

福

七

遡

室

浦

根

紗

網

増

旭

幌1（月）3『250

　　32．833
樽i（月）2．367

内（月）2．750

都　　　一
差　　12．333
朔（月）5・000

飯1（月）1・100

館i　　一
爾i　　一
河i　　一
室　　　（月）　2唇167

47覧671

50．000

円

25．000

擁

（月）ゴOO…

円｝
　一i
40．833

（月）　3．333

（月）2．。。。｛（月）9．167

　　｝

49．667

24．333

　　・　（月）2．500

　　一　（月）5．250
　　．i　33．333
（月）2．500i（月）21000

76．667

37．500

25．000

　円
　29．167

（月）　2．000

　40．000

　10．000
（月）　3．500

（月）　1．267

（月）1．100

60．000

15．000

「
…｝

　ロ（月）　3．750
　56．667
（月）4．167

（月）　4．750

　28．333
（月）6．700

（月）　3曾167

　37．500
（月）　3．000

54β33

47，667

大正7年 大正8年
男 女 男」女

（下旧婚i

稚

飾割

織

毛1
川

　i
内i

17．667

35．000

35．000

46。666

24．000

20，000

円

80．000

B3．750

72．000

80．75α

75．000

140．000

110．000

f19．000

143．333

円　i
45．000i
．68．75d

」

＿”1

　「35．oooi

　「
63．500i

　－i
　」
40．0001

　i
60．000

81．250

7LOOO

73．333

　円
105．000

101．666

86．000

85．000

80．000

153．OOO

200．000

136．666

150．000

円

62．500

83。333

52500

70．000

45．000

95．000

100．000

76．666

85．000

《月）は月給　北海道統計書から作成

る2



内包していたと見る事が出来る。確かに理れ迄

の先学の諸研究が明かにしたところでは，臼清

戦争頃起の大農場には蜂須賀農場の前身に於け

る様に農作雇を多数雇傭した資本家的経鴬が存

在した。又農作雇の雇鎌は大農場のみに限られ

るものではなく，比較的小規模の地主にも認め

られる。例えば後述の事例に見える空知郡の河

西福害家は数人の雇入を傭って農業生産を行っ

たし，調査部落の沢崎由三郎家も明治30，40年代

には3，4人の農作年雇を傭っていた事が聞取

りで確められた。従って或る穣度近代的賃労働

に近づいていた農作年雇を雇傭する経営の中に

は，かかる農作年雇を数人以上傭入れていたも

のの存在は否定出来ない。かかる経営は後に詳

論する河西家と石田家の事例の考察にも裏付け

られて，範購としてはブルジョワ的発展の崩穿

を内包した地主手作経営と考へる事が出来る。

　今，出し農作年雇の賃銀の地域洌記載によっ

て，上述の様な地主手作経営の存在したる地域

を推定すれぽ（明治蔚期経済の分析における出

口和雄教授の例にならって）明治30年前後の地

主手作経営は北海道沿卑の半農半漁の地帯にむ

しろ見出され，それが明治30年前後以降は内陸

部の本格酌農村にみられるものの様である。擬

し本格的農業地帯として展開した岩見沢地：方

才5属 魏那賀重

（粟山地方も含まれる）だけは内陸部にあって

明響靴に既に捌手耀常の存在が擬さ
れる。催し確実な分析は今後の個別的な実証分

析に挨たねばならない。

（謡）（1）北海道統計書における農作年雇の賃

　　銀の記載は次の如し。第1回から第4回ま

　　では「賃銭及物価」の「市街農工及諸雇賃の

　　一・二」に第5圓から第8回迄は「農業及

　　工業」の「農エ諸雇賃銭」に第91戴は「商業

　　及金融」の「賃銭の一，断じく二」に第10回

　　から第11圓までは「工業」の「賃銭の一，

　　同じく二」に第121列から第18「郵迄は「工業」

　　の「諸職心病賃銭」に，第19僻か第25回迄

　　は「τ業」の「職工労働者賃金費こ記載され

　　ているが，第26圓以後は記載がなくなる詳

（註）（2）北海道庁統計書によって，年次別

　　地域別の農作年雇の賃銀の記載を要約すれ

　　ば，前頁の表の如くである。但し　（月）

　　は農作年譜の賃銀が月給で支払われる場合

　　で，明治30年前に北海道沿岸地域に多いの

　　は，恐らく漁村の出稼人の賃銀支払形態の

　　影響を受けたものであろ5。　　　　藁

　第三百　温気手作の土地審生化

然し・上述の如き地主と云われる程の土地所

　　　　　有者にして相当面積の手作りをな

　　　　　していたものは明治30年代末及び

　　　　40年代初めから急速に土地寄生の

　　　　方向に進む様になった。その理由

　　　　　の一つは農作雇賃銀の騰貴がこの

　　　　時期から甚しく農産物緬格の高騰

　　　　　を上廻る様になったからである。

　　　　郎ち第3図の通りである。そして

　　　　　その結果地主手作よりは小作料収

　　　　得に依存する土地所有の方が有利

　　　　　となったからである。即ち，例えば

　　　　　次の如き場合があり得た。　「殖民

　　　　　公報」繁3号は明治30年代中期に

　　　　於ける石狩国で停車場から3里以

　　　　　内にして中等の地味を膚する5町

　　　　歩経営（内作付4町）の収支を以・

　　　　　下の様に計算している。

φ3



（王）収

　　　　面積

裸　変　4反

燕　麦　3反

大　蓑　3反

大　豆　5反

小　豆　5反

玉蜀黍　5反

馬鈴薯　2反

小　愛　5反

嚢　台　．5反

　粟　　3反

総　計

入

反収　単価　総収穫　輌　楕

1．3石　5．3円　　5．2耳汀　27円56銭

2．5　　2。00　　7，5　　15．　00

1．6　　　4．20　　　4．8　　20．　16

1．4　　　4．05　　7．0　　　28．　35

1．4　　6．・15　　7．0　　43．　05

2．0　　2．50　　10．0　　25．　00

16．0　　　0．70　　32．0　　　22．　40

1．4　　　5．48　　　7．0　　　38．　36

L4　　6．30　　7．0　　44．　10

2．5　　　3．00　　　7．5　　　22．　50

　　　　　　　　　286．48

α）支　　　出

　労働賃銀
　種子買入費

　公　諜　税

　償却資金
　消耗晶購入

　修　繕・費

　肥料買入費

　動物飼育費

　総　　　計

（珊）差引利益金

136円15銭

　9．10

　6．00

18．52．6

19．05

　6．20

36．00

16．00

247．　02．6

39円45銭4厘

　之によれば農業生産の収益は，反当純益で約

98銭6厘（4裏貼作付で）になる。然るに当時の

　小作料は石狩屡の中等地で少くとも、1円20銭で

　あったから地主手作よりは」二地寄生が此の場合

　有利になっている。当時の大土地耕作は小圃場

　の寄せ集めと云う形であったろうから，5111∫歩

　経鴬での反当純益の算定が地主手作の場合のそ

　れにも適溺され得るであろう。従って，明治30

　年代末及び40年代初めからの農作羅の賃銀騰貴

　は上述の傾向に益々拍車をかけ，地主手作を急

　速に不利なものとして，土地寄生の方向へ移行

　せしめたと考えられる。

　　その際，土地窃生を可能にする小作人は，北

　海道農業の中から搾出されたものもあろうが．
　　　　　　　　　　　　　　　（り
，府県農業からも大量に移殖された。

　　（註）（1）例へば，r殖民公報」第19号，第29

　　　号によって明治36年，38乍に北海道重要港

　　　湾に於いて移民取扱萸員の手を経て上陸せ

　　　る府県移住民について移住蜀並びに移住後

　　　の職業を永せぽ右の如くである。　　曇

　　地主手作経営の純粋な形での実綱を見出す象：

　は極めて幽難である。土地寄生の：方向に移行し

　つつあった地主手作経営の実例を見縫け事も又

　隅難であるが，例えば次の如くである。石狩照

　空知郡歌志内慈愛の河西福吉家の場合。以下は

　　「殖斑公報」第52号が「成功せる農家」として

　掲載せる同家の記事の雨期である。

　　　ギ福吉は長野県東筑摩郡寿村の人にして，交

移住民の移住圏別，職業別，

渡　　島

兎後　　雫

石　　狩

天　　塩

北　、見

1握　　楽

日　　二

十　　勝

釧　　路

根　　照

明　　治　　36　年

戸釧ノ剃自民雄睡｝麟外
明　　治　　38　年

戸業人酬帥［酢瞬隊外
　戸
　15
　167

2，ユ37

　458

　243

　362

　41
　487

　10

3，920

　人1
　55
　526

6，ユ86

1，086

　5，5，

1，005

　171

1，263

　50

10，937

　入1

　3

19

8ラ8

279

95

220

35

405

45

1，959

　入
　25
　386

4，759

735

425

707

103

731

　4

7，875

　入1
18i

81i

355i

5『

41

5gi

31i

88i

」

一i

727i

入1

　9

40

2工4

17

35

19

　2

39

　1

367

　　入
　433
2，239

工1，141

3，611

τ，ioO

3，319

　343
4，021

　197

　　2
26，406

　入
　109

　209

1，446

　886

　120

　392

　21

　980

　47

4，211

　　入　　　　入

　176　　68

τ，437　　　397

7，674ゴ1，4ユ55

2，268　　　393

　704　　153

2，368　　　376

　273、　42

2，838　　　164

　134　　11

　　1

17，876

　人
77

197

606

64

123

182

　7

39

　5

　1

3・01911・鉛0

蟹



久元年を以で生る其家農を業とし女30余年

以来蚕種を製造せり明治29年福吉選はれて

村長となり爾後在職8ケ年誠実にして口答

ありしか夙に北海道開墾事業の有’墓なるを

信じ…略…36年村長の職を辞し本道に移住

し現住地なる歌志内村幌倉原野に於て未開

士也　124，421坦三　〔糸勺41纈丁4反7畝11歩〕　を韮鑑

定し串願して貸付の許可を受けたり是に於

て福吉は数名の雇人を以て自ら開墾すると

共に数戸の小作者を入れて際墾せしめ昨42

年には既墾地32iil∫に達せり其内20町歩は小

作地12i町は鼠取地なり福吉の主なる臼的は

養蚕製種にあるを以て…略…郷里より蚕種

を取寄せ躍れを飼育し蚕強を製造して郷墨

に送りてその良否を試験せしめ37年は貸付

地の茅屡に於て同験しく養蚕特種をなし其

結果何れも良好なり間て38年5間に8間の

蚕室を造り，稻多量の飼育をなせしに是歳

意外に威績不良なりぎ・．略翌年は大いに温

度に注意せしかは復た失敗なく爾後蚕室の

温度は自ら之を加減し絶えて羅人等に任せ

たることなしと云う斯くて鉱々聖業を拡張

し…略…蚕種の販路は長野・茨城・埼玉・

神奈川群馬の諸県に亘り其得意先は頗る確

実なりと云う。

　福吉は叉大いに桑園の造成に努め…略…

現に植付4町4反歩余の桑園を有し且つ其

手入れの行轟きて発育の良好なるは本道稀

膚の桑園と云うて珂なり

　農作は腕押の初年2町歩を播難し稲・黍

・裸菱・大豆・玉蜀黍・馬鈴薯等を俘りし

…略…其後漸次耕地を増したるも亦主に自

家用作物を作り其の猛風を販売するに過ぎ

す地勢傾斜し地唄こ中等1こして1反歩の収穫

は平年4円内タトと云う小f乍は現在5戸にし

て其契約は勃年紀斗を貸付し勝鰹米斗｝反歩

につき金1円を給与し鍬下年期を3年とす

　三吉が此黙業の為に投下したる資金は総

計4，703円にして収入は3，582円なり収入の

過半は蚕業に係り主もに蟹鍾より生したる

ものとす福吉企業以来7年に過ぎすと難も

喜業の棊二品に下りたれば今後の収益は益

々増加すへく……略」（傍点，〔〕は筆者

のもの）

　　　　　支　繊

暁治36年　　60円

〃　37｛斉　　　525

〃38年　798
〃　39f昇　　一608

〃40年　819

〃41年　780
〃　42年　1，113

　論卜　　　4，703

収　入

　　一円

　128

　282

　387

　723

　814

1，248

3，582

差

損

〃

〃

〃

〃

益

〃

引

．60円

397

516

231

96

36

135

損　1，121　＊

石狩圏夕張郡角照村字阿野罵（われわれの調

査部落はこの地域に含まれると思われる）石田

常三郎家の場合。以下は「殖畏公報」第31号が

「成功せる農家」として掲載せる岡家の記事の

抜葦である。

　　　「常三郎は元治元年徳島県麻植郡牛島村

　　に生れ，幼少より父に従って農業を営みた

　　り。而して其郷里は野作を以て著はれたる

　　所にして耕地の小作料は1反歩に付15円乃

　　至18円　舘も塞半金は前納し，凹田内代を

　　要するに依り，農家の収益甚だ少きは

　　言を挨たざるなり，常三郎は自家所有の畑

　　5反の外1町歩余の土地を受作し居りしか

　　は，’表面より見る如く実収は挙らす殊に明

　　治23年頃に到りては凶作相翻置き愈々思はし

　　からざるを以て寧ろ止ヒ際断然一家をあげて

　　北海道に移住し以て大いになす所あらんと

　　決心し，家屋：土地等を亮賦して6百円を得

　　・略…既にして更に小作地を増加し益々刻

　　苦勉励したる結果として生活に余裕を生ぜ

　　しかは独立自作の農業を労まんと欲し27年

　　〔明治〕秋，角霞村〔現在栗由晦〕字阿野

　　呂に朱1購地2万坪を譲受けて（代徳46円）

　　点れに長潮し之れを開墾し前の小作地と共

　　に麟試し，28年更に未畑地2万坪（代言不

　　詳）29年半部墾成の土地2万坪（鼻摘185

　　円）を譲受け32年40余坪の柾葺納屋を造り

　　又33年未開地5万坪（代傭350円）を譲受

　　け尚耕馬i頭を買いて皆な墾成し34年には

　　堅固なる土蔵（12坪）を建て又土地は金部

　　付与をうけ35年に到りては更をこ2万坪の既

　　墾地を買入（代価200円）れたり〔35年迄

　　に自家所有地に帰した既墾地は約4g町3反

　　3畝になる〕蓋し此の頃に到りては生計の

　　基礎革賢となりたるを以て老父を慰籍せん

　　かために本道の農村に撃ては殆ど比類彫れ
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　　なる宏荘堅牢の農宅（57坪半）　を建造せる

　　若し其土地家屋等の時価を見積らんには優

　　に1万2，3千円の資産を有せり現今〔明

　　治39年頃〕は雇夫2人と共に3頭の馬を使

　　用して自家所有地の内9町歩を耕作し小豆

　　6町5反漏れに王蜀黍を間作し裸麦1町5

　　反亦之に大豆を間作し黍3反5畝馬鈴薯

　　1反，南瓜1反，茄子2反，其他疏菜を作

　　り宅地の周囲には果樹を植栽せり麦黍等は

　　食料に供し小豆と二三は二丁して約千円の

　　収得あり高菜は夏期の農閑を利用し馬に駄

　　して夕張炭山或は附近の市街地に売出し毎

　　年1r，2百円の売上あるるを例とせり又本

　　道の農家は胞料を軽んずるもの多けれとも

　　常三郎は肥料に注意し作物の茎葉は一切放

　　棄することなく能く之を馬に踏ませしめ蔑

　　肥となして使用するを以て年を経るも収穫

　　を減することなしという…略…常三郎は公

　　共事業に対しても熱心に尽痒し現に村会議

　　員の職を擁し且つ幾多の寄附をなすのみな

　　らす近隣の貧困者には性々無利息にて数十

　　円を貸与し農業上に就ても親切に注意する

　　ことあるを以て村中に於ても頗る人望あり

　　……略」。　　　　　　　　臣　鋳

　調査部落一円に於ける小作農業の発生には三

つの経路がある。；其の第1一は府県からの小作庸
　　　　　　　　　（2）
の移植に因るもので，地主手作経営の土地審尋

化を可能にした主要なものである。第二は北海

道炭砿鉄道株式会社の行った所謂北炭山林小作
　　　　　　　（3）
に因るものである。其の三は明治3，40年置の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（些）
商業的農業の展唇舞に伴う農民層の階級分化によ

るものである。

（註）（2）蔚県からの小作農家の入殖は，特に

　　調査部落一帯の国有未墾地が消滅した暁治

　　30隼代末以後に多い。国有夫墾地の無償附

　　与は資産の少いものにも自作自立の路を開

　　いていたからである。調査部落一円の国有

　　朱墾地の千早は国有未墾地の帝室御料林輸

　　入と北海道炭砿鉄道株式会祉への大地積の

　　無償附与によって著しく速められた。即

　　ち，明治22年10月道内挙挙地の中2百万町

　　歩を御料地に編入されたが，例へば隣接夕

　　張1町の如きはその時弊全域の約9割が御料

　　地に選定された（夕張町史による）。これ

　　らの御料地は後漸次払下げられたが調査部
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　落内だけでも昭和2年蓮に76町4反3畝8

　歩が17戸の農家に払下げられた。又調査都

　落窪国有未開地の北海道炭砿鉄道株式会社

　への無償払下げは明治31年に行われ，その

　地積は977町2反9畝2歩に達し，これは
　調査部落の全地積の約77％に及んだ。赫

（証）（3｝北炭が行った所謬北炭出林小作とは

　　「北海道炭砿鉄道株式会社農業地小作現定

　及小作人募集心得」　（明治32年10月19目》

　によれば以下の如きものである。

　第4条　小作人は1戸に付農耕適地3町歩

　　を配当す

　第13条　小作地に生存する樹木は本社の需

　　要若は風防等のために必要なるものの外

　　総て無代価を以て伐採せしむへし

　第14条　小作人は開墾事業の外本社造林地

　　の君守をなし，：及其の事業につき雇役せ

　　らるる義務あるへし

　第5条　前条配当地は左の標準以上に覧て

　　8ケ年以内に全都墾成すへし，初年度9

　　反歩2年琵4反5畝歩3年臼から7年罠

　　迄各3反8歩年目1反5畝歩

　第9条　小作人になる左の補給をなす

　　一二醗二三　　1戸に付5円

　　二　開墾料　　1反歩に付3円
　第11条　小作人は成墾地に対し左の区分に

　　随ひ其の年の月限り小作料を納むへし，

　　但し縛帯後3ケ年闘は無料とす

　　　　　　　（栗山農業地）　（雨竜農業地）

　　4年目　　　金　40銭　　　金　30銭

　　5年臨写　　　　　金　　60銭　　　　　　金　　50銭

　　6年騒　　　金　80銭　　　金　70銭

　　7こ口以降は近傍地を参酌して適宜之を

　定む
　　調査部落内の二股幽林には山林小作成墾

　地が明治末年約55町9反戸数18戸に達し

　ていた。　　　　　　　　　　　　　韓

（註）㈲　日の出部落内における二二層の階級

　分化の事例を栗山町役場の土地台帳に基づ

　いて燃せば以下の如くである。即ち，沢崎

　由三郎，稲葉与次エ，松永米蔵，小林伝四

　郎等は土地を購入して所有地を大いに拡

　饗し，大友兼吉西由与三右エ門は土地を失

　つて都市の賃労働者に転化し，石漂市助・



訥査部落に於ける萌治栄期農民階層勢化の事例

止地所有者名

稲　葉与次馬衛

沢　　崎　　由』三郎

松　永　米　蔵

畑　　中　朝次郎

横　　山　吉十郎

小　　林　　f鼓四郎

仁　　木　　万　平

北　　林　　鶴次郎

大　友　　兼　吉

西山与三ひ右衛門

石　　原　　市　助

永　　末　　武次郎

成想による阻与・地

　　　町反畝歩
旧月キ台33窺三　　10，520

〃　　34f鼻　　76，524

ク　36年　　　2，520

〃　39年　　11，528

〃　36年　　13，111

〃　42年　　11．721

〃　43年　　4．713

〃　31角乙　21，922

〃36年39．502

〃　36年　　55，105

〃　34年　 77、916

ク　35年　　46，124

〃34年　16．406
〃　36年　　 2暫912

〃　43年　　L317．
〃　 44年　　　1ひ128

〃　32年　　48．124

〃　34年　　18，422

〃　34年　　67，000

〃　　36年　　11，721

購入せる土地
　　　町反畝歩
明活31年　　10．301

ク　34年　　67．000

ク39年　13，021

〃　　33年　126，712

〃　　42年　　43，524

〃　42年　　11．721

〃35年
ク41年
〃　41年

10，52

22，4三3

2．502

ク　33年　　33，719

〃　41年　　27，921

シ　33年　 45982e

〃31自時　19．02§

ク　34年　　22，413

〃　38年　　　2，502

〃34年43，524

〃　40年　　27，92工

多　931年　　69，302

亮却せる土地　　明治43年所有面積
　　　町反畝歩
明治35年　10．520
〃　34年　　43，524

〃43年　4．710
（部落外和田小太郎へ）

13町7反5畝01歩

20町7反0畝03歩

．9田了6反9畝29歩

8　町8　反8　畝24歩

7　霞丁7反9畝三6歩

7町4反1畝15歩

4町5反8畝20歩

4　43年　　16．406

（部落内鎌膿丈醤へ）　2町4反5畝山歩

ク38年　18，422　　明治41年に所有地

（部落内須藤岩吉へ）　を失って転出？
〃　41年　　22，413

〃　　41年　　　馨，302

〃　4工年　　48レ124

（、票山市街医師吉本其権へ）

し35年67．000　明治39隼に所有地
　〃39年　43．524　　を失って転繊？．。

　〃39年　11，721

〃41年27。921　明治41年小作農化

〃　44年　　69，302　　　　明’治44年イ」、f乍農｛七

（部落外橘海心へ）、

永末武次郎は土地を失って小作農化した。

　調査部落で3町内外の零細経営が広汎に認め

られる様になるのは，所謂地主手作が土地寄生

へ移行する様になってからである。北炭の匡淋

小作は1戸当作聞積が3轟iゴ歩に限定されていた

が，此の事も零細経営の出現にあづかって大き

な力となっていた。ともあれ，地主手作経営が

自己の耕作地叉は薪たに所有した土地を小作に

出し，土地三生的傾向を強くするにつれて，自

らの耕作面積をも縮少させながら零細小作農を

創設してゆく過程は次の事例に明かであろう。

所有面積

1例　沢騎家の場合

明治33年　　12町6反7畝12歩

大正3年　　 23巨船2反9畝

大正10年　　20町　　3畝

耕作面積

約12町

約8町
糸勺20「∫5反

貸付蘭積

約15町

約17町5反

小　作
農家数

3戸

5戸

岡左i戸当
平均面麟

5町
3．5町’
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　　　　　　　所有面積

例2　松永家の場合

　明治41年　　9町6反9畝2歩

　大正3年　　10町　　9畝

例3　稲葉家の場合

　明治39年　　14町8反玉畝

　大正3年　　43町韮反6畝

例4　畑中家の場合

　明治36年　　8町8反8畝24歩

　大正3年　　 7町’9及：5畝

例5　横山家の場合

　明治3を年　　7町7反9畝16歩

　大工E二3年　　 8構］幽4反3畝

耕作面積

約9町

約6町

約14町

約5町

約8町

約3町

約7町

約4町

貸付面積

約4町

約8町

約4町

約4町4反

ノ1・作

農家数

2戸

2戸

2戸

2ノ凋

全左1戸当
平均面積

2町

4町

2町

2田∫2反

　斯くして，大正3年におけ’る調査部落の階層

分化を示すと次の様になる。

（1）

　田申　惣一　角田市街在住

　小林伝四郎　由仁市街在住

　吉本　其枝　角田市街在在

　外2名

（2）手作的地主経営する者　　7名

四由三郎麟髄籔
　93田∫2反9畝　　　　葦…勺15脚了　　　　3戸

　稲葉与次兵エ
　13欝丁1反6畝　　　 華勺8尉丁

　今川　与平
　8町5反9畝　　約3町6反　　1戸

　松永　栄吉

第4図　大正3年調査部落に於ける農民階

　　　　層の状態

　土地寄生をする者　　5名

　10町9畝

　畑中　朝次郎

　7町9反5畝

　横凶　春告
　8町4反3畝

　橘　　海　心
　7田］’6反8畝

13）自　作　農

　仁木　万平
　手島安サエ門

　鎌閏　徳三郎

　滝沢　弥市

約4町

約5町

7町2反8畝

6　5　9

3　2　3

農作年雇

男1人女1入

3戸　男1人

2戸

2戸

約4町4反　2戸

約5町

家

　　　2戸

　7名

4町8反6畝

3町3反2畝

4財］’5反6畝

2町8反5畝

男1～2入

（5）　　　　　　家

　手作的地主の小作農家

　土地霧生をする者の小作

　北炭レ）山林小作農家

　中添　惣太郎

　太田　六蔵

　北林　鶴次郎

（4）　自小作農家

　上原　重太郎

　北川　喜代次

　須藤　岩吉

　　小　作　農

3田1’5反：6畝

3【…煽『4反4華玖

2旧丁5反10畝

3名

　1日「∫5反7畝

　1町5反4畝

　　9反6畝

　39名
15名（推定）

6名（推驚）

18名

　一方には約23町3反を所有する沢綺家を筆頭

にする土地所有者，他方には零細な小作農家

の存在が可成り広汎に認められる。そして手作

地主の下で発生し始めたこの零細小作農の存在

が，やがて寄生地主成立の階級的基盤に成熟し

てゆくのである。

　　第四節　断謂都市商人の土地寄生

　調査部落での土地寄生は上述の様にまず農業

内部に発生レたが，それのみにはとどまらなか

った。明治末年に，手作地主の下で零細小作経

営が広汎に三夜する様になると，所謂都市商人

による土地集稜，そして土地寄生の崩芽が芽生

え始めた。隣接由仁町で味喀醤油の醸造販売業

を営む玉家が土地を集積し審生し始めたのがそ

れである。そして此の1家はやがてわれわれが

問題とする寄：生地主に成長してゆくのである。
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今，1家の土地集積の概観は第14表の如くであ

る。即ち，大正初年迄に土地集積の8割を完了

し，昭和8年には約180町を集稽して農地改革

を迎えている。調査部落内の集積地は殆どが畑

であるが，大正初年迄に部落内集稜地の殆ど半

分を集積し，昭和8年には約36郷1∫を集積し了え

て農地改革を迎えている。1家の雀躍地主とし

ての成長は次章で詳論される。

第二章　農業に於ける小商品生産の展

　　　　開と寄生地主の成立

　　第一節　大正初期に展開された小商晶生産

　　　　　的疏菜栽培の展開

　筋章第一節で詳論した栗陶地方に於ける商業

的農業は大正初年以降も更に拡大して展開され

た・特に欧州大戦時の所謂：曽：妖気がそれであ
（1）

る・漿黛類を中心とする大小・豆・碗豆・小愛

燕菱・亜麻・葉毬等を生産する商業的農業の展

開は第三節で詳論する雑穀裁培地帯の小作料騰

貴の物的貼出を形成した。

（証）（1）大正初年以降欧州大戦時頃遽の栗由

　　地方における商品作物の作付増加の状態

　　を示せば左衷の如くであるQ小麦・燕麦・

　　大小寛・i碗：豆亜麻・菜種等が増馴している

　　が，特に菜豆の増加は著しい。この菜種類

栗由地方の主要作物作付の変遷

鴎1明治・5i畑・1畑・陣向

町　麦

小　細

鱗　極

大　豆

菜　豆

碗　興

亜　麻

菜　種

馬鈴薯

　粟

　黍

そ　ば

　　町［　　　　　町
　　　ヒ　45．α　　　　2．5

　　　1
305・O堰@29＆0

　410．Oi　　325．0圏

1，340．oi　1，315．0

　0．oi　　268，0
195。。132乳d

150．Oi　　128．0
　　ミ
56．0：　　　98．05

393。α　　　375．0

13．0，　　11．2

15．oi　　　38．0

　　ト
82．q　　　　63．1

　　な　　1．8｝

　581。0

　8エ8．0

1，430．0

　823．0

290．8

366．0

397．6

114．6

　5。4

51．2

10．1

減少

増加（大10）

増加（大10）

漸増

急増

漸増

急増

急増

減少

減少

漸増

減少

栗由町新農村建設設計書より　P，207

は欧州大戦（特に大正4，5年頃から）の勃

発以後，欧弼冬菜豆の減産の結果遜れに代

って海外市場に船出されたが，菜豆（特に

白物と称される白色の黒豆）の商品作物と

しての発展には需要構造に於けるかかる変

化があった。今，殖疑公報によって，菜豆

類留出の著増をみれば以下の如くである・

大正期の菜蕊類の輸出及作付面積の年度別指数

i大正堀・年1・年

，i菜豆海外翰函数指数

菜豆類作付面稜指数

碗　豆　類　指　数

馬　鈴　薯　指　数

10〔

10G

ioO

100

4，401

　117

　11至

　113

32，63C

　132

　116

　132

・年1・年レ年1・年1・年

28，732

　210

　149

　165

79，913

　402

　314

　215

77β94

　520

　228

　238

87，133

　413

　285

　290

84，．871

　223

　112

　193

　かくして，欧州大戦を背景として，渠山地方

には菜豆類を中心する，商業的な穀救農業は明

治3，40年代のそれに引続いて展開されるが，

この商業的穀救農業は明治3，40年代のそれと

は，漸次異質的なものに変質されて来たと考へ

る事が出来る。即ち，明治3，40年代の商業的

野蔽では，地主層が生産過程でも流通過程でも

主導的な役割を果して来たが，大正年代の商業

的農業では小作自作下層が代って主導的になり

小商品生産酌農業としての様相を濃くして来

た。今日の状態を欧州大戦時を境として穀寂農

業から小商品生産酌疏菜栽培へと変転して来た

調査都落の農業の審例に基づいて，考察してみ

よう。

　夕張炭山は幾述の如く明治23年に開坑され，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（o）
明治30年代後半には相次いで諸坑が開坑し，
　　　　　　　　（3）
炭坑労働入口増加が，これら商品生産的疏菓栽

培の格妊め市場となって現われる。特に欧州大

．昏，



繁！3表 夕張郡の蘇菜作付蘭積と生産量の変遷

年代1明治・21・3・・1畑1・

繊翻講／。，髭：麟26篇1

3 4 5　　　　6

　676．8

2，758，200

　689．8

2，502，490

　818，5

3，282，580

　87ユ．6

3，457，560

　980．6

3，445‘825

1，112．3

3，593，700

　　　　　　　　　（4）
戦時の夕張炭山の活況は回章の需要を急激に膨

脹せしめ，従って近傍農村の雪菜生産は拡大し

て来た。即ち第13表の如くである。

（証）12｝夕張市における諸炭坑の開坑状況

　　明治23年6月　北海道炭砿鉄道株、｝こ会社二夕

　　　　　　　　　張第1砿の開坑に二手

　　明治37年9月　谷七太郎氏谷薪夕張炭砿の

　　　　　　　　　採炭を開始す

　　明治38年11月　頭山満・金子元三郎氏，真

　　　　　、　　　谷地砿の開坑に着手す

　明治39年5月　石狩石炭株式会社及浅野秦次

北海道庁統計表による

　　　　　　　　郎氏，即下砿の開坑に着手す

　明治39年6月　京都合資会社・大夕張炭砿，

　　　　　　　　福出砿を開坑す

　明治42年8月　結城虎五郎・飯田延太郎氏，

　　　　　　　　登川炭坑を開坑す

　昭和元年6月　三菱砿業所，北都大夕張坑の

　　　　　　　　騰坑に着手す（夕張町卑によ

　　　　　　　　る）　　　　　　　菅

（註）（3）夕張市の入口の増力iiは夕張町史によ．

　　れば次の如くである。　　　　　憩

戸

入

霜

囲

1889

明治22

工6

？

i892
25

1894
27

iO引

51ユ

i，252

5，113

1900
33

1，527

9，160

1910
43

6，875

72，538

1915

：大正4

7，216

31，142

1920
9
1925
14

10，802　　．9，733

51，214　　48，697

1930

昭和5

10．．i78

51，967

（証）（4）欧州大戦時の夕張炭山の活況を北海

　道炭砿統計資資覇集成によって出炭量と労

　働者数についてみれぽ，大正8，9年にそ

　れぞれピークを示している。

　叉炭坑労働着の賃金も次の如く騰費してい

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　憩

この疏菜生産の拡大は，単に生産量の増加に

炭坑労働賃金の推移

　　　（日当）　（殖財公報より）

罐鷹騰空知砿醗内1幾翻

離1匿

：詫藏！姦

・略鴫i

　　τ「坑内

とどまらず，その生産構造に質的な変化を惹き
　　（5）
起した。即ち商品化率の高い疏葉の栽培が増加

し，より一層商品生産に向って進んだ・　そし

て，例へば調査部落ではそれ迄の穀寂経営内の

一部門としての疏菜生産が疏菜の商品生産化に

随って小商品生産酌銃莱経営それ自体に発展し

た。そして穀寂経営は消減し小商品生産酌疏菜

経営が繊現した。

（証）⑤　この期における（大正4年から8年

　　までの期間）疏菜生産の展閥は下図の如

　　く，　主要な商品酌疏菜については，価格

明
38

39

40

4王

大
7

，348

。716

．386

．963

．284

1．004

1，232

1．170

1．810

円

．240

．818

。238
．968，

1．001

ヨ

円

．244

．787

．324

．755

．274

。975

1，035

円

．334

．582

．316

．682

．316

．797

．928

と，生産量とは同時的な上昇をみせて，そ

の前後の時期と異なっている。そして主要

闘病についての価格が単なる需給の一般法

劉に支配されず，生産量増大と併進して騰

貴している事は，疏菜に対する需要構造が，

「量的にも質酌にも」変化し威長したことを

物語っている。需要構造に於ける此の質的

変化は農業生濠構造にも単なる拡大でなく
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所謂「質的な変化」

を内部に呼び起し

た。即ち・当該部落

における無筆経営の

消減＿これに代る小

商品生産的疏影培栽

への転化がこれであ

るQ．

　穀；葭経営から小商

品背黒菜生産への経

営転換は，その母体

である地主制と農民

層の変貌を即興ザ

には完全に立証され

得ないが．ここでは

転換を指示する若干

の表徴の把握iに止ま

らざるを得ない・

　第1は，大正：10年

設立の「二股疏菜出

荷組合」の成立であ
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42辱4デ441辱2 ヲ　4　5幽

る・角田食用ゆりと二股露路メロンの府県

市場への協同出荷が主要な事業として行わ

れたことである。即ち，集約的高級疏菜の

導入はその受入れ技術休系が既に実備して

いたと目される点。

　第2の表徴は，野菜市場への輸送方法手

段の改善である。大正10年頃を契機とし
　　　　　　　　　　ダンヅケ
て，従前の駄馬による四隅が金輸馬車に改

善され，割出容器も俵・袋・籠等から木製

箱に代えられた。前者は園山販売量の増大

と，輸送費節滅のためであり，後陣は、疏

菜品質鮮度の維持という市場的要請の結果

であった。

　第3の表徴は，明治：η年設立の夕張疏菜．

市場「登川共賛組合仲買店」が大正9年に

株式組織の「共印夕張市町と改称し資本

金の増額，扱蚤の増大があったことである

　以上の諸表徴はすべて流通過程よりの分

‘析であるが，生産過程で「量より質への転

換」がなされたことを示唆するに十分であ

る。更に経営転換に伴5栽培技術の変化は

前出の昏種高級疏菜の導入と共に，疏菜の

　　　　　　　　　　　昭翻
6クβ91〃ノ7／21374／耳254タ6クθ

　　撮床栽培技術た導入が小林栄吉氏によって

　　　　　　　ズ　　既に導入されていた事実も見逃せない・乾

　この小商品生産的跳菜栽培の主体的導入，

遂行者は．主として小作層及び自作下層の農家
　　　（6）
群であったので，蔀落の農業生産の主導斎は，

従来の手作的な地主層から小作・自小作・嶺作

下層農家に変って来たQこの農業生産の主体的

遂行春交替の必然性は（従って経営転化め必然

性は）地主手作曲経営の土地寄生化の結果，零

細経営が広範に折撮されたことにあった。この

点については前章に於て詳論した如くである。

（証）（6）小商晶的疏菜生産の主体的遂行春が

　特に小作層であったことは後述彦）農民層の

　変貌によって論詫され得るが，以下の事実

　によっても充分推論し得る。

　　・即ち，疏菜温床栽培技術及二股露地メロ

　ソの指導及導入春は小作嵐身の小林栄吉氏

　であり，メロンの試作に当ったのは小作

　農　黒閏宗助・小野寺与惣次・工藤某氏及

　び自作下層（2町8反畝有）の滝沢米次郎

　氏であった。又前出角照ゆりの導入は当時

　北尿山林小作であった松原外次郎氏であっ

7｝



た。かくして疏菜の出荷機構と技術指導を

行う「二股蝋画出来紐含．1初代組合長は，

メロン山嶽技術指導を行った前掲小林氏で

あり（大正10昭和8年）二代紐裂手は．自

，作下層の滝沢氏であった。　（昭和8年～18

年）　　　　　　　　　　　　　　嬰

第二節　審生地主1家の移住後の系譜

　北海道移住前の1家は翻潟墨ミで精米販売業を

営んでいた・その渡道の契機は1家の行ってい

た足揚精米が機械精米に圧倒された審にあつ
く1）

た。

　明治13年渡鳥して札幌で木材業を営み後16

年に酒造阪売を開始した。資本：力小さくて失数

し，明治24年角田村（現栗回国∫）に移転し，固

織硫・荒物商を始めた。　明治35年，田出部落

に姦町6亙6畝24歩のニヒ地附与（無償払下）を

受けて農業生産を始めたが，後30年，角田市街

で醤油醸造業40年に味噌醸造を開始する事によ

って，この農業生産への傾向は消滅した。然し・

その後，当初の農業生出への志向は変質転化さ

れて土地寄生に向い，小作地の集積を行い始め

た◎この集積は大正4年には約108ilif　3反とな

り．昭和10年の135町g反の約8割に達し，そ

の集積のテンポはかなり早いといえる。大正6

’年には由仁晦に醸造業の第2工場増設を行い，

角田工場では味噌，由仁工場では醤油を醸造

し，． �｢資本として確立した。かくて大正末期

をこは栗由地方の地主的地方銀行（本店栗山町，
　　　　　　　　　　　　　　　（“）
北海選殖産銀行）の経営に参涌して漸く，所謂
　　　　　　　①
地：方財閥化している。

　（謡）（1）　由仁町1家所蔵の故1・6氏略歴轡

　　によれば次の如し（移住前の状況）

　　　　「Gハ天保9年5月2日新潟県三島郡三
　　瀬ケ谷木r｝カn勢ロf丘右エF「」ノ……三男こ二盤三ノレ…　（略）

　　…王・（弄二養ハル，養父ハ精米販売ヲ業ト

　　ス然ルニ当時ハ斯業キタ幼雅ニシテ俗二足

　　鳩ト称スルモノヨリタトナク養父ト共に事業

　　二従事シ居ル中，養父病没スル所トナ夢…

　　…略∵…無様一意轟業ノ発達ヲ企図シタル

　　モ時代ノ推移ハ精米ノ革命トナリ所々機械

　　据付ヲ為スニ到り姑息ナル足檎ノ如キハ此

　　ノ打撃嶋閣リ社会カラ駆遂セラルニ到ル，
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　於テ家計漸ク傾頽スルノ止ムナキニ：立蚊工

　到レリ……」

　　（移住後ノ状況）

　之レヨリ先前夫ノ子伝四郎来道北梅道札幌

　二於テ酒造ヲ為シ，之レヲ販売シロ糊セル

　ヲ便ルノ外ナク明治13年魚道………（略）」

　　　　　　　　4　　　畳

（証）（2）北海道殖産銀行の開業は大正8年12

　月でその設立の状況は角闘村史に次の如く

　詫載されている。　r熟起人角βヨ村伊藤広幾

　　・今井弥平治・小島平治郎・今井平治郎・

　小林米三郎・森啓蔵・篠原善三，長沼村巾

　村弥三郎・牧野善之助．由仁1町遠藤勘蔵・

　浮田富十郎始め夕張釘ミ行の名を以てせんと

　し，資本金も50万円とし株式紐織の下に企

　画したが，株の応募は予想外に多く，創立

　事務も極めて順調に進捗…（略）…株式引

　受人は427名、株数に於て｝万株を蚤かに

　超平したので更に追募の上，総株数2万株

　とし，資本金百万円，25万円払込の下に名

　称も北海道殖産銀行と称レ・＜略）…営業所

　を栗山駅前に曙設頭取には，俳藤広幾難事

　務取締役今井平治郎，取締役山口由太郎・

　山本綱秀氏それぞれ就任して地方農村を本

　位とした証券手形の割引及び代金取立・為

　替及荷為替・諸預金・貸金等の鴬業を開始

　した。　（角田村’史　 P273）

　　北海道殖産銀行の銀行資本としての特色

　は地方農村産業を（大・小蒐・雑穀の生産と

　販売）を金融の対象としていた導から地方

　的である幕と，地主及び地主的基盤の上に

　成立している雑穀商人がその資本の担い手

　である事から地主的であることにあった。

　例えば初代頭取膨縢氏は栗i上i町に総地積32

　4町6反歩の地主たると典に自作も鴬み，北

　海道農会副会長，帝国農会議員・岡会議員の

　役職をもっていた。初代職務取締役今井平

　治郎氏は栗山町で雑穀商を営む商人である

　と共に同時に総面積59町の地主であった。

　　栗由旧∫一円に摂をほった地方銀行が地主

　の手によって設立される経済酌必然性は，

　璽類穀類を中心とする商業的農業の展開に

　あった。然もこの商業的農業の展開は第一・



章にみた如く暁治30年代以降この地域に展

蘭されていた。特に欧州大戦の好況は地主

酌地方銀行設立の直接的i契機となった。

　例えば角田村史によれば欧州大戦時の三

鷹用辺の好況についてはr発展に殊に顕著

さをみせた。…（略）…且つ主要産物の生産

額も激増の一途を辿って，角田村に於ては2

4，479，97円，長沼村は2，770，869円，由仁

晦’854，515円これカミ総額は600方円を超え

て，　この地方産業の旺盛さを物語ってい

る。…略…然れども推移こうした中に，金：

融機関の設概を欠くが故に地民の受ける不

利と不優とは干し少からぬものがあった」

ので北海道殖産銀行の設立どなった。今こ

れら3町村の主要産業の生産額を以下に示

すと農産物が圧倒的に大きい。

三ケ1町村生産額

纏産1畜酬林産i鉱産1工照映訓一脳／1人海
角田村

由仁町

長沼町

949，272

399，815

834，348

32，804

54，821

38・109

81，008

12，333

1，416

55，113

9，400

12，300

655，924

45，210

　？，200

1，774，121

　521，199

　893，383

653．93

341．32

i12．56

58．55

　　かかる商業的農業の展開が地方銀行の経

　済的基盤であった故に，上述の地主的地方

　銀行は次第に流通機構の支配者となりつつ

　あった地主層の手によって殼立されねばな

　らなかったし，叉その意殊で著しく地主的

　な地方銀行であった。

　　この地主的地方銀行の初代頭取は，前述

　の伊藤広幾氏であったが，大正12年には代

　つて夏型の本家K・Y氏が就任し，昭和18

　年北海道銀行に餅合される時までその任に

　あった◎　更に北海道拓殖銀行調査諜編の

　　「北海道及樺太株式会社集覧」によれば昭

　和14年6月末現在の重役名には弓取として

　王家本家のK：・Y氏叉監査役として1家の

　当主1・（奇氏自身の名も見出すことが出来

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　善

（証）、〔3）日本における地方財閥の特色は，そ

　の事業範臨が地方的である共に，地主的な

　　（然し後には土地企業者的になる）点にあ

　つた。1家の場合も添家・1家・分家・H

家と共に地主的地方銀行を皆野し，酒・味

糟・牛割の醸造業雑穀商・煉瓦コンクリー

ト製造業・砂利採取運送業等を営み，　外

に約1，200町歩の土地を所有して，所謂地

方財閥を形成するが，ここでも地主的性格

が貫かれている。　　　　　’　　　躰

第三節　小作料の騰貴と1家の寄生地主

　　　　としての成立

　前章末に記述した様に各部落にわたる1家の

土地集稜を全体としてみると大正初年迄にその

大部分を了え．たという事が出来る・然し調査部

落内での土地集稜はその後大きく発展する。之

れは，調査都落では，窃生地主成立の階級的蓋

盤としての零細農の創出が可成り典型的に行わ

れたからである。ともあれ，1家が土地集積を

行った一般的背影には，先づ農業内部で地主手

作りが土地寄生的になり，その寄生的傾向が農

業外部の商人資本や産業資本にも波及した察に

あった。そしてその直接的契機は引写の行って

味酒・醤油大罪億格指数（明治38年基準）

1叫3gl・・巨1｝・2L・3t州大11・ 3 ・［・i・

味噌（i〆）

讐油（1〆）

大豆（1石）

100．

100．

88．2

100．0

102．3

101．8

80．O

99．2

100．0

83．6

84．4

io7．2

85．2

84．4

92．9

P11．2

P00．0

92．9

V7．7

P07．6

100．0

X9．1

P18．5

106．4

P14．9

P21．4

101．i

P18．4

P09．2

96．5

P15．8

S6．0

92．9

P22．1

S7．4

109．0

P32．5

U5．3
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いた味噌醤油醸造業の明治末年から大正初年に
　　　　　　　　　　（◎
かけての不振があった。

（註）ω明治末年から大正初めの時期の味噌

　　醤油醸造不振は，製品価格の上昇を上廻る

　．原料（大豆小麦etc）価格の騰貴によって把

　　握される。　　　　　　　　　　弾

　此の1家の土地集積にはある程度高利貸的収

奪があったことは否定出来ない。原料大豆の生

産を通じて，生産岩農民は，流通過程で商人資

本から収奪され，肥料購入等の生産財購入資金

調達のための地主及地主酌地方銀行から高利貸

的収奪をうけ，更に又高率小作料の収奪によっ

てやがて自らの凹地を喪失して行く資本主義成

立期の三：身一体的農畏収奪の過程を1家の土地

集程過程に屡々見串す。夏家所蔵の土地台帳に

は，1日掛寄生地主として確：立した後と考えら

第」4表

乳る暗和7年に収得した士地ヵミ明らかに，常利貸

　　　　　　　　　　　　　　　（2）
的収奪であった事を示した記録があるσ

（註）（2）　1家所蔵土地台帳記載より

　　昭和7年10月某臼

　　夕張郡角田村字アノロ○○番地の

　　　畑　4町6反7畝22：歩

　　　　金　壱千壱百八捨円也（抵当貸し）

　　　これは角田村阿野呂部落の一農家への貸

　　金1，180円が返済不能となったため抵当物

　　としての畑地上掲面積を取得したことを物

　　語っている。試みに，この場倉の買入反当

　　価格，25円26銭で，当時の北海道平均畑価

　　格反当42円に比しかなりの低い買入価楕だ

　　と言える。（・印は，筆者のもの）　暑

　かくして，1家の行った土地集積の変遷は第

14日目如くである。

害生地主1家の土地集積の年次的地域別変遷 （単位は反）

年次

明37

　38

　40

　41

大4

　5

　6

　7
　12

昭2

　4

　7

　8

　9
　10

　17

総面積

内 訳1　部落別畑地所有面積 部落別水田所有

　　反
　71．0

　71．8

　73．7

402．7

ユ，082。9

1，063．9

1，088．6

i，118．0

1，159．5

1，218．7

1，22L3

1，273．2

1，322．1

L36タ，9

1，357．8

1，739．4

四脚瞬
　71．0

　71．0

　73、7

385．0

％4．6

939．0

939．0

966．2

1，007，7

1，0663

1，0604

1，11．0

1，160．6

工，157．5

　r〃
1，1575

16．7

106，3

106．6

135。O

〃

〃

．ワ

141．7

〃

〃

〃

〃

141．7

1．0

5．4

8．0

8．4

92
〃

9．7

〃

〃

10．0

〃

〃

10．0

鯛瞬睡躯台ト眺・・1券井融細酬抽出

0．8

2．7

〃

12。9

21．4

〃

〃

〃

〃

．”’

〃

〃

〃

〃

24．4

48．4

198．2

164．2

　〃
161．0

207．5

273．4

267．1

3箸9．0

367．6

364．2

”　、

364，2

242。5

〃

”　　　，

259．2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

259．2

88．8

〃

33．6

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

33．6

71．O

　〃

　〃
194，2

拶0，5

　〃

　〃
148．9

〃

〃

〃

〃

〃

〃

148。9

56．7

182。9

〃

ig3．3

193．2

〃

〃

〃

〃

グ

〃

〃

193．2

39．7

〃

〃

ヴ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

39．7

43．3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

43．3

16，7

ヴ

〃

〃

Zノ

〃

〃

〃’

〃

〃

〃

〃

16。7

77．8

〃

133．8

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

133．8

42．4

〃

〃

〃

〃

〃，

ワ乳

〃

〃

〃

〃

42．4

6．7

〃

〃

〃

〃

6．7

註　1．　地積の中原野は酬除してある。

　　2．・1家所蔵小作台帖より作威。

　そして小作農回数と小作1戸当面積の変化は

第15蓑の如くで，特に当該部落のi戸当小作面

積が零細化している事は注意されねばならぬ。

3．　一翼は無所有　〃印は前年と同じ

　寄生地主1家の集積地は，主として畑に集中

しているが，昭和8年までにほぼ土地集積を完

了して以降農地改藁まで維持される。集積のピ

毒
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識クほ，との部落でほ，大正初年，大正末年が　　　あ商晶的農業の展開と，大震初年め夫区作12

ら昭和初年及び昭和7～8年の三つの時期に・　年）大正末よりq召和7～8年の昭和初期の連続

ある・そしてζの集稜のピーク時ぱ当該繍　　的野徽び諸恐慌と時期的に対癒する。

　　第娼婁　　　　　　　王薮小作農家数の推移と小作1戸当小作一二

＼ 部刻細1・・出・磁坤儲F夢：可芳司附随継立涯・

大　総小作面稜
正づ、作ノ＼数

皐震帝日

　測
38．0　　　董64．1　　　242．5

査　　5　7
3．考32．834．6

i66．5　　　192．9　　　182．9　　　　39．7　　　　43，3

　　4　　　　5　　　　7　　　　1　　　　i

4L6　　　38．6　　　26．1　　　39．7　　　43．3

41

大総小作面積 38．0　　　160．9　　　259．1　　　167．4　　　191．3　　　193。2　　　　39．7　　　　43．3
正溜男

小作人数
P小作人当

ｬ作面積

　11

R．45

　6
Q6．8

　8
R2．1

　4
S1．8

　5
R8．3

・812・・1

　1
R9．7

　1
S3．3

46

昭勃8年

総小作醐積

ｬ作人数
P小作入塾

ｬ作面積

38．0

@11

R．45

367．5

@1δ
Q4．5

259．1

@　8
R2．王

167．4

@　4
Si．8

19i．3

@　5
R8．3

193．2

@　7
Q6．1

39．7

@1
R9．7

43．3

@1
S3．3

52

註　1．　1出小作台帖より作成　　2．水田並に旧聞に平均した数字

然し嫁の」・鵜生化は・勢・携簸の
現象的弓握のみでは充分とらえる事は出来な

か。即ち，小職料収受の質的内容を継当する必

第16表

要がある。玉家所蔵の土地台鰻によって小作料

収入額を推計すれば第i6表の様になる。

1家の小作料収入の変遷

｛＼迎酬畑瞬琳酬齢1三・・細大酬制塗田1・・
大反当小作料

誓貸付面積
葎　　　計

　竃

大反当小作料

霧貸樋積
年　　自

筆論議
年　　　計

謀蛸小㈱

　円
　5．00　　　3，0｛｝

　反
21．32　　　164．！

　円
106．80　　492．33

　円
　5．00　　　　4．20

　反
　21．2　　207．5

1嗣…58
　円
　5．00ヒ　　4．50

　21．4　　364．5

　　
io6・80iL639・98

　3．75

242．5

9G9．41

　1。50　3．GO

　88．81i50．5
　　　　
13…｝451・62

　3．00

182．9

548．76

　　　く
　3．75｝　2．00

259．21　33．6
　　　1

971・96167・14

　　　｛
　4．00i　4．00

148．9　193．2

595．48・772．92
　　　　

i．30

39．7

51．65

　2．70

　39．7

107．24

i．50

43．3

64．97

　　4．00

　259．2

互，036．76

2．OO

33．6

67．14

　2．50

　43．3

io8．28

　4，50

亙48．9

669．92

4．301270

193．2　　39．8

　　　　830・89i107・24

　　　尋聖
6，5～5．6

　　斗
（698．09）

　907．52

　　　軸’
6。5～5．6

（1，112．0）

3，962．18・

　2．50‘

4飢3p
108．28・

6．5～6．0

（1，205．76）

　2，596，00

3，666．26

7，563．58

7，163．03

　即ち，土地集積の8舗を完了した大正5年

は約3タ700円であるが大正12年にはほぼ2倍の

，600円に念激に増加して，　その後は大きな変

化はないQ

　一方1家の味曝醤油醸造による収益は，昭和
　　　　　　　　　　（3）
7年で総収益約5万7千円，従って純収雛は約

1万円と推定すれば，小作料収得額は大正末期

に於ては，醸造収益にほぼ匹敵していると卜え

るQかかる意味で1家の所有小作地は，三家の

資本蓄稜の上で極めて重要な収入源であったと

’みる事が出来る。ここに1家の，小作料収得に

依存する寄生地主としての性格と，醸造資本と

’しての性格が，隅じ強さで併存しているζ指摘

することが出来る。
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　小作料の増大が止み，然かも，その収入がi

家の醸造資本収益と匹敵する時期を以って1家

の土地嵜生の完成とみれば，これは大正末期に

掘えねばならない。

《譲〉⑧　1家の味喉醤油醸造業は大正末期以

　　後発展はなく寧ろ衰過傾向にあった。　即

ち，1痴臓の記蜘こよれぽ醤油の製造高

は以下の如くむしろ減少し，更に原料買入

帖からは味喀醤油の原料大耳購入澱は昭和

5年から10年までの問に減少している点か

ら推定出来る。

鵬i油製造高の推移
畑2年レ3剣1・剣・召概年1・年レ年1・年1蝋・年1・年1・年｝・年｝1・年

　石
772 i銘・【643i 58・P511國56！・・81・・71…1511図・・3

原料大豆及塊の購入数量

1昭和・剣・年 7年 ・年i・窺い・年ii1年
大　　豆

　　石
668．3

　　石
34ユ．7ラ

574，8

237．75

436．4i

？

459，6

276．25

285：2

277．25

282。0

158．5

　？

163．o

　昭瓢7年における味噌醤油醸造による総

収入は次の如くに；算定された。

醤　油
製造高

目　噌
製造高

　計

　　　　　　単緬　　　計

　　500石　　83F『｝20銭　　41，600円

（1家記録）　（道庁統計欝より）

　34，700〆　　　　　　45銭　　15，615

（　※　）　　（　　〃　　）

　　　　　　　　　　57，265

※　味噌製造高は原料大豆の購入貴から醤油

　製造に必要な星132．8石　（小村1：大豆1，

　小麦購入：量132．8石なる故）を差引いた残金

　303．6石から推定（大豆35石で味喝4，000〆

第17i表

が出来るとして）して34，700〆　　躰

　大正初年から末年に至る小作料の21音を超え

る増大は主として畑小作料（金納）の引上げ

と，　米個の高騰によりも㊧らされたものであ

る。（その間小1乍地酒稜は約1．3倍しか増潴して

いない）

　畑小作料の引上げの状態は第ユ7衰の如くで，

大正初年以後末年迄の間に1．3倍から1．5倍の引

上げがあった。畑小作料のかかる｝瞭起は第一章

で詳論した商業的農業の展開によって惹き起さ

れたのである。

1家の各部落における小作料の変遷

　　　　　　　　　　　（王家所蔵小作台帖より集計作成）

暑禧野島大正州・ 7 8 9． 12 13レ4115
臼　　　畠

旭　　　台

継　　　：立

大　井　分

三　日　四

阿　野　呂

塁Od　3．00

1．50　　　　1．50

1．50　　　　1．50

11．30　　　　1．30

3．00　　　　3．00

3．00　　　2．50

3．00

2．00

2．00

1．30

3。30

覧3．50

3．70

2。00

2．50

1，30

4，00

4。00

3．75

2。00

2．50

2．70

4．00

4．00

4．20

2．00

2．50

2．70

4．00

4．00

4．Io

2，00

2．50

2．70

4．00

。4．00

4501

2。00

2．50

2．70

一部の小作
拙

地

4．50

一部の小作
4。50

4．50

2．00

．2．50

2．70

4．50

4．50

　聴に調査部落の農業生産はその間に穀寂経営

から小商贔帥野菜生産へと転換さ乳．それが反

当4円50銭（北海道では最高の普通畑小作糾）

の小作料の物的基盤であった。

　かくして，1家の土地寄生の成熟はこの地方

の大正期における商業的農業の展開に基づいて
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いたのであった。

第四節　寄生地主をめぐる農民階層

　　　　の変貌

　他方商業的農業の展開は，その農民の階級分

化を惹起して，寄生地主を成立せしめ，且つ又

零細農疑を広汎に創出して，嵜生地主成立の階

級的基盤を作り上げた。明治末期に於ける地主

手作の土地寄生化と，それに伴った零細小作農

の創串については，既に第一章で詳論した。こ

こでは調査部落に鯉をとって大正初年以後の小

商最生醗的農業の展開による1家の土地審生の

階級的基た礎る零細農民贋の創畠が険討され

る。資本主義的生産様式の下での農業の零細性

は土地所有と共に経厳に視点をおいて考察され

ねばならぬが　ここでは資料の制約もあって，

土地所有の側面からのみの考察に止める。それ

は又寄生地主制が一管的な場合には，農民酌土

地所有の考察を以って，経営と土地所存の両面

的考察に代替し得るからでもある，

　調査部落における大正3年から大正10年まで
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の農民酌土地所有の変化は第5図の如くである

此の時期に調査部落では商業的穀蔽経営の崩壊

と小商品生産的疏菜栽培の展開があつた。

　此の時期には比較的大土地所麿者の一般的土

地嚢失，中小土地所有者の安定，土地無所有春

の小土地所有者化の三つの動ぎがある。中小士：

地所有者の安竃と，土地無所有者の所有化の動

きは，第二章で詳論した様に，大正中期に展開

された小商品的疏菜経営が小作，自小作，自作

下層によつて主導的に遂行されたことの結果で

為る。比較酌大土地所有者は第一章で詳論した

地主手作経営である。従つてその一般酌土地喪

失は地主手作経営の没落に外ならない。この没

落は，地主手作が，土地寄生へと移行した事に

よって穀蔽経営の消滅と共に農業生産の主導性

を失つて，主に小作農畏によつて展開された小

商贔生翻勺疏莱裁培に乗じ得なかつた豹こ原因

があつた。そして地主手作経営の没落に代つて

土地寄生化を進めたのが寄生地主1家である。

（◎印が1家の土地所有の変化）

　大正10年から昭和3年までの農罠的土地所有

　　　　　　　　　　の変化は第6図の如くで

　　　　　　　　　　ある。

　　　　　　　　　　　この時期は調査部落に

　　　　　　　　　　おける小商晟的疏菜生産
　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　　　の最盛期である，従つて

　　　　　　　　　前の蒔期にみられた比較

　　　　　　　　　　的大土地所有者の土地爽

　　　　　　　　　　失と無所有者の中小土地

　　　　　　　　　所有者への上昇はより顕

　　　　　　　　　　薯である。中小土地所有

　　　　　　　　　者には明らかに上昇下降

　　　　　　　　　　の運動が始まつているの

　　　　　　　　　　がこの時期の特徴で，こ

　　　　　　　　　　れは商業的農業の展開に

　　　　　　　　　　おける一般的現象であ

　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　欝生地主1家は小作料

　　　　　　　　　　の騰貴によつて土地寄生

　　　　　　　　　　化を実質的に完成する

　　　　　　　　　　が，土地集積は緩慢であ
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る。

　昭和3年から同10年ま

での土地所有の変化は第

7函の如くである。此の

’時期には日本資本主義が

世界恐慌に巻込まれたた

め，石炭鉱業の盛衰と消

長を共にした夕張疏菜甫

場が需要を縮少し，その

結果．調査都落の小商鹸

的論語生産が打撃をうけ
　　　　（2）
て衰微した時期である。

此の時期に比較的大土地

所有者は完全に消減し，

代って寄生地主1家の土

地集積と支配は：完成され

る。土地無所有者の土地

獲得は相変らず続いてい

るが，それ程活議ではな

い。中小土地所有春の上

：昇と下降は1繰返されるが
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下降の傾向が一般的で強

し・。　ノ」、商晶生産自勺疏菜栽

培の衰退の結果である。

　大正中期以降展開され

た小商品生産は，比較的

大土地所有春の土地喪

失，中小土地所有者及び

無所有巌の上昇と下降を

もたらしたが，結局は，

地主手作経営を消滅さ

せ，主として三lll∫歩以下

の零細土地所肩潜を広汎

に創出して寄生地主制成

立の階級的基盤を形成し

た。

（証）（1）例えば，r園

　芸」第17巻第1i号に

　よれぽ，大正14年に

　おける空知支庁内の

　食用百合の作付面積

　ウま236，4田」’∫　　」収稗i母
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5万5千5再臨道内，販売最1千1百80

函，道外向販売量3万5千2百函，之れ

は全道数蚤のそれぞれ約90．6％，603％，

13．4％，52．1％に達して，北海道における

空知地方の食用百合の位概は圧倒的に優位

であったと云へる。この空知支庁の申でも

食用百合の生産の多い町村をえらぶと，沼

田村1万3千函，芦別村5千5百函余，深

川村4千8百函，新十津州村4千8百函，

長沼対4千7百函余，角田村3千2百函余，

多度志村3千2衝函，砂川村2千5百函，

北竜村3千函である。当時の角髪村の百合

主産地は日の出部落であったから角田村3

千2葺函余の大部分は掛の出部落の産とし

て大過ない。

　又，二型メロンの魔額については　「園

　芸」第27巻第11勢では，臼の出部落の露地

　メロン産額，　昭禾04年3千9百円，　同5

　年2千5菖50円である。

（註）（2）凶作による減魔，恐慌による属格低

　落の結果の疏菜収入の減少を日の出部落の

　代衷酌現金作物たる露地メロンについてみ

　れレ裏．　疑召和4年　3，900円，　同6年　825円，

　同7年570円で，約1／5から1／7に減った。

　　又営団Q年に日の出部落に組織された

　　「臼の出負債整理組合」の負債調査による

　と，昭和5年以後．負｛凝は急増し，昭湘10

　年三こは1戸当り約1，349円に達し，之れは，

　北海道統計N（L33．体道農由漁家負戦状

　況」による栗鋼町平均868円　全道平均943

　円より相当大きく，日の出部落の小商品生

　産的疏菜経営の疲幣の程を示している。箭

臼の出部落に於ける年次別負債の発生状況

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和3年をioOとする指数）

負　罎　総　額

営農のための負債

生計のための負債

1畑1年二二同・年1同・年｛同・年1購1同・年1同・年i同・年1同・蜘1・年

3

124

32

黷R8

95

V7

R3

100

P00

P00

21

Q0

X2

294

V9

S73

324

Q19

P27

419

V8

P45

281

P94

S04

297

169

334

356

257

232

H　む　す　び

　寄生地主制の成立をめぐる考察は生産力と生

産関係とのごつの視点からなされねばならぬ。

此の小論では小作料の騰貴についての考察が生

産力の視点からのものであり（但し，間接的）

襲罠層の零細化は生産関係の視点からなされた

ものである。そして，この両道（即ち農業生産

力の上昇と零細農を支柱の一つとする生産関

係）を弁証法酌に展開させるものが商業的農業

である。然しこの寄生地主成立の韮盤としての

商業的農業は地主手作経営を成立させる商業的

農業とは質的に異なっている。例えば地主手作

経営の墓盤としこの商業的農業は生産過程と流

通過程の一部が未分離の儘で地主手作経営に担

われている。然し磁土地主の基盤としての商業

的農業では生産過程は地主層から切り離されて

しまいΨ流遜過程の一部の掌握にとどまるか象

或はその両：方ともが小作農畏に担われる様にな

る。然し，晦れは地主層が生産過程から締畠ざ

れると云うのではなく，流通過程に集中される

支配。更に流通過程を通しての生産過程の支

配・即ち全農業生産の支配に通ずる道なのであ

る。

　明治3，40年代に菓山地：方に展瀾された商業

　的農業は大小互，雑穀菜種・馬鈴薯澱粉を

中心としたものであったが，地主と称せられる

程の土地所膚者も又その生産過程を担っていだ

のを河西福吉家，石雄蕊：三郎家の事例で確かめ

る事が出来た。大正初年以降栗山地方に展開さ

れた商業酌農業では，地主層は最早生盗過程か

ら脱落し，代って流通過樫の一部（二股疏菜出

荷組合を想起されたい）さえもが小作農斑に担

われているのを，われわれは実態調査を行った

日の出部落の事例で見出した。栗山地方に展開

された明治乳40年代の商業的農業と同じく大

τ？



正掌り年以降展開された商業的農業とではこの様

な相異があった。

　従って，先づ，われわれの小論では寄生地主

威立前史としての地主手作経営の存在が検討さ

れた。旧辞として，地主手作は寄生地主とは歴

史的範晒とtての発展段階を異にするもので，

その前史的存在である。例えば日本に於ても地

主手作は寄生主制の前史的なものとして展開し

たし，イギリスに於いて14，5世紀に発生する

「総借地農」はわが国暮未畿維新期の「豪農」

とほぼ同じ性格のものとして考えられ得るが，

それはチユーダー王一期（15，6世紀）に展1講

された寄生地主制の前史釣存在であった・

従って，われわれが栗山地方の寄生地主の成

立を始めて考察する場禽，当然、その前舶勺存

在としての地主手作経営の存在の正否が検討さ

れなければならなかったし，又その霧在は河西

福吉家や石田常三郎家の様に地主手作から土地

寄生へ移行する過渡的形態において把える事が

出来た。そして寄生地主の成立は先づ地主手作

から土地寄生への移行と嚢う形で検討されねば

ならなかった。

　地主手作から土地寄生への移行は府県小作農

の移殖（その反藺単純に北海道の寄生地主制が

府県農業から移殖されたものだと云う事になら

ない）と低廉でなけれぽならぬ農業労賃の高騰

によって惹起されたと考えられる。

　地：主手作経営の土地寄生への移行は零細小作

経営を発生させると共に，かかる零細小作経営

をして小商贔生産酌農業の最も主要な主体的遂

行者たらしめた。そして此の小商品生産酌羨業

の展開は珪＝地寄生化しつつあった地主手作経営

の全面酌な没落と零細農民の広汎な創出を齋ら

して寄生地主成立の階綴酌基盤を創り上げたQ

他プゴ，零細小作農民によって主体的に展淵され

た小商晶生産約農業は農業生産力を向上させ，

その結果小作料は騰貴して，寄生地主成立の物

質的基盤を創り上げた・

　寄生地主が一度成立するや，その階級的基盤

としての零細農が嗣定化され，物質的基盤とし

ての高率小作料が維持されて，農業生産力は停

滞するに釜つた。だがこの小論ではかかる寄生

地主制を突き破って霧たな生産関係が形成され

る過程についての考察が取残された・農1地改革

の評価をめぐって此の開題はやがて検討されね

ばならぬQ　　　　　　　　　1958．3．2
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